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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 14,112 △10.9 114 △80.4 137 △78.8 82 △78.1

21年3月期第3四半期 15,844 ― 583 ― 649 ― 374 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 2.46 ―

21年3月期第3四半期 11.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 32,685 8,615 26.4 257.93
21年3月期 35,073 8,741 24.9 261.69

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  8,615百万円 21年3月期  8,741百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想） 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,500 △8.3 200 △66.4 200 △71.4 150 △27.3 4.49
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている連結業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実
際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連
結業績予想に関する定性的情報をご参照下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 34,294,400株 21年3月期  34,294,400株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  893,566株 21年3月期  889,684株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 33,401,862株 21年3月期第3四半期 33,396,865株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、生産や輸出、個人消費に一部持ち直しの動きが見
られたものの、企業収益や設備投資の減少、雇用情勢の悪化に加え、デフレの影響も懸念され、依然と
して厳しい状況で推移しました。  
 また、当グループを取り巻く建設業界においても、民間建設市場の大幅な減少に加え、公共建設投資
の見直し・延期・中止が相次ぎ、また鋼材価格も下落へと転じ、業界環境は一層厳しさを増す状況で推
移しました。  
 このような経営環境の中、当社グループは業界の勝ち組を目指した営業力強化と安定的な収益が計上
できる『礎』を構築するための２ヶ年計画「Next Stage 2009 ～新たな未来への挑戦～」の最終年度を
迎え、重仮設事業においては、賃貸価格の適正化と材工一式を軸とした工事受注強化に引き続き注力
し、海外事業においては、タイマルケンとベトナムホーチミン駐在員事務所を中心に東南アジア市場へ
の更なる展開に取り組み、重仮設リース業としての収益構造の転換と財務体質の改善を推進しておりま
す。  
 しかしながら、需要の減少に加え、鋼材価格の変動や競争激化による価格の下落により、質・量両面
において大きな影響を受ける形となりました。  
 以上の結果、当第３四半期累計期間の連結業績は、売上高141億１千２百万円（前年同四半期比
17億３千２百万円、10.9％減）、営業利益１億１千４百万円（同４億６千８百万円、80.4％減）、経常
利益１億３千７百万円（同５億１千１百万円、78.8％減）、四半期純利益８千２百万円（同２億９千２
百万円、78.1％減）と前年同四半期比減収減益となりました。  
事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。 
(1)重仮設事業 

前年同四半期と比較して賃貸稼動量が減少し、賃貸・販売単価も下落したため、売上高は85億９千
２百万円（前年同四半期比22億５千８百万円、20.8％減）、営業利益は５億６千３百万円（同４億
９千８百万円、47.0％減）となりました。 

(2)加工等事業 
返却数量はほぼ前年並みとなり整備料は微増となりましたが、総入出庫数量が減少し運賃収入が減
収となったため、売上高は22億６千５百万円（同１億２百万円、4.3％減）、営業利益は４千４百万
円（同２千８百万円、39.2％減）となりました。 

(3)その他事業 
工事進行基準の導入により当社の工事売上が増収となり、また設立２期目となる子会社丸建基礎工
事株式会社の工事売上も増収となったため、売上高は32億５千５百万円（同６億２千９百万円、
24.0％増）と増収となりました。損益面は、丸建基礎工事株式会社が工事用機械の償却負担により
営業損失となりましたが、当社の工事利益は増益となったため、４千１百万円の営業損失（同４千
５百万円の損失減）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ23億８千７百万円減少し326億８
千５百万円となりました。これは、建設機材の保有圧縮による減少額13億７千４百万円や工事進行基準
の導入による未成工事支出金の減少額６億２千６百万円、売上高が減収となったことによる受取手形及
び売掛金の減少額３億４千４百万円などによるものであります。 
 負債の部は、長期借入金が８億２千８百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が18億４千４百万
円、未払法人税等が２億２千７百万円、未成工事受入金を中心としてその他の流動負債が９億２百万円
それぞれ減少したため、前連結会計年度に比べ22億６千万円減少し240億７千万円となりました。 
 純資産の部は、四半期純利益計上額８千２百万円による増加額を剰余金の配当２億円による減少額が
上回ったため、前連結会計年度末に比べ１億２千６百万円減少し86億１千５百万円となりましたが、総
資産額がそれ以上に減少したため、自己資本比率は1.5ポイント改善し26.4％となりました。 

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、建設機材を中心としたたな卸資
産の減少額20億１千万円や売上債権の減少額３億４千４百万円などがありましたが、仕入債務の減少額
18億４千４百万円やその他の流動負債の減少額７億６千６百万円などがこれらを上回ったため、６千７
百万円の資金の支出（前年同四半期比10億２千１百万円の支出増）となりました。 
 投資活動によるキャッシュ・フローは、当社稲沢工場の補修加工用設備の更新による支出があったた
め５億４千５百万円の資金の支出（同５千８百万円の支出減）となりました。 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出８億８千２百万円、短期借入金
の純減少額４億円、配当金の支払額１億９千９百万円などがありましたが、長期借入れによる収入20億
円がこれらを上回ったため、５億８百万円の資金の増加（同８千７百万円の収入減）となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1)資産、負債及び純資産の状況

(2)キャッシュ・フローの状況
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これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比べて１億
４百万円減少して13億２千６百万円となりました。 

  

現時点において、平成21年10月16日公表の平成22年３月期通期連結業績予想に変更はありません。 

  
  

該当事項はありません。 

①簡便な会計処理 
・固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按
分する方法によっております。 
なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算
定する方法によっております。 

・連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 
連結会社相互間の債権と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行
わないで債権と債務を相殺消去しております。 
また、連結会社相互間の取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しい場合には、親会社の
金額に合わせる方法により相殺消去しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 

・完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 
請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契
約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準
の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適
用し、第１四半期連結会計期間以降に着手した工事契約から、進捗部分についての成果の確実性が認
められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につ
いては工事完成基準を適用しております。 
これにより、売上高は692百万円増加し、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益はそれぞ
れ59百万円増加しております。 
なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,326 1,431

受取手形及び売掛金 7,838 8,183

建設機材 11,450 12,824

商品 39 50

材料貯蔵品 7 6

未成工事支出金 358 985

その他 172 285

貸倒引当金 △100 △155

流動資産合計 21,093 23,611

固定資産   

有形固定資産   

土地 8,266 8,266

その他（純額） 1,712 1,656

有形固定資産合計 9,978 9,922

無形固定資産   

のれん － 1

その他 24 34

無形固定資産合計 24 36

投資その他の資産   

その他 2,117 2,099

貸倒引当金 △527 △596

投資その他の資産合計 1,589 1,502

固定資産合計 11,592 11,461

資産合計 32,685 35,073

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,371 7,216

短期借入金 12,320 12,430

未払法人税等 17 245

引当金 14 10

その他 1,564 2,466

流動負債合計 19,287 22,367

固定負債   

長期借入金 3,239 2,411

引当金 216 224

その他 1,327 1,327

固定負債合計 4,782 3,963

負債合計 24,070 26,331
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,651 2,651

資本剰余金 924 924

利益剰余金 3,930 4,049

自己株式 △123 △123

株主資本合計 7,382 7,501

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △22 △6

土地再評価差額金 1,401 1,401

為替換算調整勘定 △146 △154

評価・換算差額等合計 1,232 1,240

純資産合計 8,615 8,741

負債純資産合計 32,685 35,073
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 15,844 14,112

売上原価 13,293 12,159

売上総利益 2,551 1,953

販売費及び一般管理費   

役員報酬 125 122

給料手当及び賞与 869 854

福利厚生費 185 170

地代家賃 155 158

退職給付費用 50 65

その他 582 467

販売費及び一般管理費合計 1,968 1,839

営業利益 583 114

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 9 8

持分法による投資利益 164 131

その他 36 33

営業外収益合計 211 174

営業外費用   

支払利息 125 130

その他 20 21

営業外費用合計 145 151

経常利益 649 137

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10 71

固定資産売却益 0 4

特別利益合計 11 75

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 12 2

ゴルフ会員権評価損 10 －

特別損失合計 22 2

税金等調整前四半期純利益 637 211

法人税、住民税及び事業税 232 20

法人税等調整額 30 108

法人税等合計 262 128

四半期純利益 374 82
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 637 211

減価償却費 212 231

退職給付引当金の増減額（△は減少） △43 △8

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 5

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 △123

受取利息及び受取配当金 △11 △9

支払利息 125 130

持分法による投資損益（△は益） △164 △131

売上債権の増減額（△は増加） 3,186 344

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,337 2,010

仕入債務の増減額（△は減少） △1,799 △1,844

未払消費税等の増減額（△は減少） 11 131

その他の流動資産の増減額（△は増加） △27 18

その他の流動負債の増減額（△は減少） 314 △766

その他 13 69

小計 1,094 269

利息及び配当金の受取額 51 23

利息の支払額 △124 △127

法人税等の支払額 △67 △233

営業活動によるキャッシュ・フロー 953 △67

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △585 △562

有形固定資産の売却による収入 2 10

有形固定資産の除却による支出 △3 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△5 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） △12 3

その他 0 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △603 △545

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 600 △400

長期借入れによる収入 1,400 2,000

長期借入金の返済による支出 △704 △882

社債の償還による支出 △500 －

リース債務の返済による支出 － △9

配当金の支払額 △199 △199

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 596 508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 946 △104

現金及び現金同等物の期首残高 454 1,431

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,401 1,326
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当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 
(注) １ 事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ セグメント間の内部売上高又は振替高を外部売上高と区分して記載することが困難なため、一括して記載し

ております。 

３ 各事業区分に属する主要な内容 

   重仮設事業………………建設基礎工事用仮設鋼材等の賃貸及び販売 

   加工等事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の修理・加工・運送 

   その他事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の工事、その他 

４ 重仮設事業及び加工等事業の営業費用について、スクラップ価格の高騰に伴い、収益と費用の対応関係を明

確化し、事業部門別の損益をより適切に表示するため、第１四半期連結累計期間より、スクラップ費用の配

分方法の見直しを行いました。 

この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益は重仮設事業で156百万

円減少し、加工等事業で同額増加しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注) １ 事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ セグメント間の内部売上高又は振替高を外部売上高と区分して記載することが困難なため、一括して記載し

ております。 

３ 各事業区分に属する主要な内容 

   重仮設事業………………建設基礎工事用仮設鋼材等の賃貸及び販売 

   加工等事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の修理・加工・運送 

   その他事業………………建設基礎工事用仮設鋼材の工事、その他 

４ 「４．その他(３)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとお

り、第１四半期連結累計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を

適用しております。 

この結果、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高はその他事業で692百万

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

重仮設事業 
(百万円)

加工等事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

10,850 2,367 2,626 15,844 ― 15,844

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 10,850 2,367 2,626 15,844 ― 15,844

営業利益又は営業損失(△) 1,062 73 △86 1,048 (465) 583

重仮設事業 
(百万円)

加工等事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

8,592 2,265 3,255 14,112 ― 14,112

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,592 2,265 3,255 14,112 ― 14,112

営業利益又は営業損失(△) 563 44 △41 566 (451) 114
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円増加し、営業損失はその他事業で59百万円減少しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 該当事項はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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